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』ペクチン醸酵に就て第3報
pro'的拘Jtin蹴の分泌懐件に就て (1)
小樽潤二郎
1.緒言 prdtopectin舶の分泌傑件は植物
病原菌の侵害機構に闘係があり Harter& WeVner 
(3. 7)叉 Chona(8) K. P. V' Me車onωFernarido何等
によって研究せられてゐる。其の他麻類の醸酵
精練じ於τproiopecunas。の分泌が増益保件に
左右される事が多し著者らは其傾向を知らん
ざしで2.3の糸賦菌につ与、τ貰験を行っすこ。
2.実験方法
"".培養法 (i)使用菌種目 Penici1lumexpansum， 
Aspergill US or戸時 Giberella飢ubinette(li)培養
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第 1 表
酵素液濃度C%)110U 75 50 25 12.5 6.25 
耕化炭跡)1川市〉州〉山+)+ 
韓三柔軟化度さの闘係や示Lてゐる。之は婆芽
汁に Penicillumex.p叫nsumぞ培養しすこ培養液を
100%さし酵.素与を破境lAこ液で稀樺しτ貰験し
た結果である口酵素の作用時閉ざ柔軟化度さの
聞係は第2表の如〈なったロ
表 Cま慾司エキ見 Pen.exp・〉
作用時間l時吋町 75分内吻 μo分 i吻 18呪
柔軟化度|ー寸前叩土+∞+ 砕叩朴
液の調製。培養液の組成は各表の末尾に記載し
τゐる 0-1/唱の pH5.0の86reESFLbuffer 〈M
/10第二枚橡酸フーダ、M/1も苛性ソ戸ダ混液〉を
加へで15uccの三角フラスコに2('cc宛分i主した。
(iii)埼養法及び酵素液の調書置法 胞子会.成の
A6pergillu圃oryzae，Penicillum exp叩自umは斜面境
養より 2白金耳量の胞子をさり波面に揮かし胞
子や生成しない Gi加 ella 回 ubine出 t明糸三
Ij、片を波面tこ浮かし高il者は:l-4日間後者は7日
間27・Cに保っすこ後、培養液は措過しn/lOHCl 
又は n/lONaOH溶液で pH5.0ざし厳密な意
味ではないが之をむ0唱白zym液ミー {A:ロ菌来は
よ〈水洗し12時間 400Cにτ乾燥し 1童夜瞳化
カルシクム上にて放置し、乳鉢で十分腸砕した
後3ι倍の水で 3EOC2~'時間浸出しτpH 5..0さ
しendo-enzym液ミ l-ft.p
b. Protcpectina偶の活力測定前報(2)じ説明じ
た方法により直径10mm厚さ 1mmO)馬鈴薯聞板
のー定時問、 3EOCに於ける柔軟化度から酵素の、
活カそ検した。但‘此の損合 M阻 on同等の漣ペ
る知〈阻害物質さ促準物質の遺症が各々の揚合
に相遣するこさを考慮し20分間 80-9uOCに保
も酵素を破壊しTこ波Zccさ比較酔素液2ccさぞ交
互に混合して測定した。前第1表に酵素液の稀
3.培養回数と protopectinaseの情畏
培養日載さ酔素活力さの蹄係につトτは Brown
(8)及び Harter& 'Weimer(b)等により報ぜられτ
ゐる。著者らの賓験結果を第3表iこ示す。 Penici-.
llum exp曲目8umさAspergilluBoryz帥さは略々一
致した傾向や示しており、 2-3日目迄にpH5.0
3から pH3.~-4.2.に下り此の頃 endo-8Izym は
回 ximumlこなりヨたいでpHの念速な上昇さ共に
漸減してゐる。
菌糸重量は pHが略キ一定さなった6-7日目
頃1，:二副~imum であった。 exo咽zymiま菌糸重量
の量化さ平行iこ増減じたロ之等の聞係から菌糸
重量が maxI1:.xlumlこなる5-6日目迄降素が生成
され此の聞に ~ndo・ellzym より eX<HlDzym への捜
移が起ってゐるものさ考へられる。 7日目以後
は菌糸の賦態さ重量の型化から自己消化ぞ始め
たように思はれ、 endo-enzymさexo・enzymさが
共に漸減してゆくこさは之さ閥係づけられるか
も知れないが Feruando向は Bacilluscarotvorus 
の protopecti!蹴に就いてその最適 pHが培養
日数ミ共に酸性側に移動するこさを指摘して居
り迩断は許されなU、。 G帥 rella阻ubinetteのe:xo・
佃 zymは7-8日目に maximumさなづfこロ
ca!t研究第37;4量第S. ll9-:-HIOJ( 194，7) - 39-
第 3 表
情 費 日 叡 2 3 ， 6 6 1 8 9 1.0 12 1も 16 18 20 22 . 
震後の十 4.64.2 6.6 6.6 6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 7.0 7.0 1.0 7'2 7.2 _ 
大砲の醤糸の重量比 一3.06.0 6.6 7.5 - 7.6 - 6;5 - 6.5 7.0 li.5 6.0 5.0ι6 
I 
~I (2時 + +(1t)惜琳<*) iIf<寄). * * * * * * 
化俊 (糸3浸時間間島〉、J礎 体tIf)* * * 仲(を) 斗t会)+(oH')+ (俳)+(ま)叫土1土
掻後の PHI50384祖 6.06.6 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.2 7.2"' 7.' 7.2 
大胞の菌糸の重量比 一3.56.5 5.6 6.0 6.0 5..5 5.0 5.0 &.5 5.5 .5.0 
E 
霊I:~省釦糸O 毒間〉椴I-骨骨州肺柵琳州柵冊、骨}骨吋蜘噌川和
E化長 菌 浸時出間〉液 *制+)+ +(:i:)ま-(土)ー 体j-(土)一{ま)-体)-c虫} -、
鼠 後 の pH &.0 6.' .5.8 6.2 6.4 7.4 - 8.2 . 
大E置の菌糸の重量比 0.5 0.6 1.5 2.0 2.0 2.0 - !.!.5 
E 
軟柔化 堵箇E2糸6 4 聾 歯医
， 
時出間〉液
ー土(一)ま ヲト白卦(+)+(tl:J +<*J 
ー ー 一 一 一 ー
度 浸時間〉 一
依 1.1 PtjQicillum e.l:pansuIl 1は.Asvergillusoryz幽佐用ひた。培養液の組成は 8ucrooe6 %，耐殴
アシ毛品ア1%，第一B尊厳加里 0.125%，碕厳苔主 .0ι7i%でc:b!.oIはGiberella臨 ubinette.i"周ひ
1. 1 ()織獲液1~.3%ゆ嫡酸加里を添加した。
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